
第４号様式 

 

事業実績書 

事業名 第３回 夏フェス Summer of Love 

場所 沼津市 大手町地内 中央公園 

期間   平成３０年 ４月２日 ～ 平成３０年 ８月１５日 

 日程 実施項目・作業項目 

事 

業 

内 

容 

 【実施項目】 

第３回 夏フェス Summer of Love  

1.開催趣旨 地域で共有する貴重な財産である「中央公園」に於いて、音楽ステージを広場に創出して感

性豊かで温かみのある多彩なライブを繰り広げ、素敵なアートクラフト作家さんとの出逢いや遊べるワ

ークショップ体験、緑に囲まれた澄んだ空気とアウトドアでの食事や飲み物、エメラルド色のそよ風に

吹かれてゆったりと寛げる場を提供して、大人も子供も一緒になって楽しめる素敵な音楽やパフォーマ

ンスを演出します。 

身体や心にいいことは地球にも優しい、日々の暮らしの中でこだわりを持って、心豊かにのんびりとゆ

ったり暮らすこと、そんな ECO で LOHAS な Slow Life 空間＝Flower Children Village を提案します。 

来場者も出展者もゆるやかに楽しんで頂ける様なフレンドリーでピースフルなイベントにします。 

2.テーマ “公園でつながる人と音楽とアートと街” 

3.コンセプト 『ECO で LOHAS な Slow Life 空間＝Flower Children Village』 

4.主  催 Music & Art Festival 実行委員会 

5.開催日時 平成３０年７月２０日(金)１９：００～２１：００(仲見世商店街プレイベント) 

平成３０年７月２１日(土)１１：００～１９：００(夏フェス) 

平成３０年７月２２日(日)１１：００～１９：００(夏フェス) 

6.会  場 沼津市大手町地内 中央公園 

7.開催内容 中央公園の一角をステージに見立て公園のロケーションを活かした夏フェスを開催し、音楽

を聴きながらこだわりの手創り＆マルシェでのお買い物やワークショップ体験、地産地消で頑張るお店

の飲食ブースを設けて自然の恵みである地域ブランドを提供し、沼津駅南口にあるライブハウスや商店

街の個店とも協同します。また東日本大震災孤児遺児を応援するチャリティバザーを同時開催します。 

 夏フェスプレイベントとして、仲見世商店街でストリートライブ＆キャンドルナイトを開催します。 

8.後  援 沼津市役所、沼津市教育委員会、沼津商工会議所、静岡新聞社・静岡放送、K-mix、COAST-FM 

【作業項目】 

１月１７日（水）２２日（月）実行委員会にてイベント内容と今後の予定を検討 

２月１０日（土）実行委員会にてイベント内容と準備のスケジュールを決定 

３月１日（木）出演者と出展者募集及び後援・協賛依頼開始 

５月１日（火）チラシとポスター制作開始 

５月２５日（金）出演者と出展者決定 

６月１日（金）ストリートライブ＆キャンドルナイトの下見と打合せ 

６月１３日（水）道路使用許可証受領後、仲見世商店街振興組合と打合せ 

６月初旬～７月中旬：チラシとポスターの仕分け及び配布 

７月２０日（金）：仲見世商店街 ストリートライブ＆キャンドルナイト開催 

７月２１日（土）・２２日（日）：第２回 夏フェス Summer of Love 開催 

事業効果 

心地よい音楽を聴きながら、こだわりの手創り＆マルシェで素敵なお買い物やワークショップとリラク

ゼーション体験で、大人も子供も楽しめるゆるやかでピースフルなイベントを開催する事ができ、多彩な

公園の利活用と街中の賑わい創りに貢献出来たのではないかと想います。 

また来場者も家族連れで来られた方が多く、出演者や出展者も含めてイベントそのものを楽しんで頂け

たとの声を多く頂きました。 

仲見世商店街でのプレイベントも若い人が集い、次回も開催して欲しいとの声が多数寄せられました。 



今後の活動予定 

此れからも継続的に開催して行く為には、協賛社をかなり増やして行く必要性がある為、何らかの仕掛

けが必要で今後の検討課題です。 

商店街を音楽解放区にしてストリートライブを定期的に開催し、多種多様な音楽を気軽に楽しめる空間

として商店街のイメージアップにつなげていき、日常的に若い人たちが集う居場所づくりをする。またア

ーティストによるアートパフォーマンスやアート展示とのコラボレーションも企画していきます。 

 

自己評価 

設営・撤去のスタッフ確保等改善しなければならない処があった為、総合評価では８８点です。 

酷暑と言ってもよい程の猛暑日が続き、来場者や出演者・出展者が熱中症気味になる事態が続出し、特

に石畳エリアは照り返しがある為、気温が３５度でも実際の体感温度が４０度以上になり、来場者数に大

きく影響した事で真夏のイベントとして更なる対策を検討する必要性を感じましたが、仲見世商店街のプ

レイベントと夏フェスで、街中の賑わい創りに貢献できたと考えております。 


